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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月12日(2021.4.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デバイスが１つまたは複数の伝送点（ＴＰ）と通信するための方法であって、前記方法
は、
　複数の同期信号を受信することと、
　前記複数の同期信号に対して複数の測定を実施することと、
　前記複数の測定に基づいて、前記複数の同期信号から、閾値を上回る測定結果を伴う第
１の同期信号を選択することと、
　許可されたランダムアクセスリソースのセットと前記第１の同期信号との間のマッピン
グを示す構成情報を含む信号を受信することと、
　前記マッピングに基づいて、前記許可されたランダムアクセスリソースのセットからラ
ンダムアクセスリソースを選択することと、
　前記選択されたランダムアクセスリソース上でランダムアクセス信号を前記１つまたは
複数のＴＰのうちの少なくとも１つに伝送することと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記複数の同期信号の構成を含むシステム情報を受信することをさらに含み、
　前記構成は、（ａ）前記複数の同期信号の個数、または、（ｂ）前記複数の同期信号の
時間ドメイン位置のうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記複数の同期信号の各々は、許可されたランダムアクセスリソースの異なるセットの
うちのそれぞれのセットにマッピングされ、
　前記許可されたランダムアクセスリソースの異なるセットは、時間リソースインデック
ス、周波数リソースインデックス、またはプリアンブルインデックスのうちの少なくとも
１つに基づいて散逸する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数の同期信号は、バーストにおいて周期的に受信され、
　前記バーストのバースト周期は、前記バーストのうちの各１つのバースト持続時間の少
なくとも１０倍である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　システム情報および測定基準信号（ＲＳ）の両方を含むバーストを受信することと、
　前記バースト上の前記測定ＲＳの存在に基づいて前記システム情報の存在を決定するこ
とと、
　前記測定ＲＳに基づいて前記システム情報を復調することと
　をさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　１つまたは複数の伝送点（ＴＰ）がデバイスと通信するための方法であって、前記方法
は、
　複数の同期信号を前記デバイスに伝送することであって、前記複数の同期信号は、前記
デバイスが複数の測定を実施するために構成される、ことと、
　許可されたランダムアクセスリソースのセットと前記複数の同期信号からの第１の同期
信号との間のマッピングを示す構成情報を含む信号を送信することであって、前記第１の
同期信号は、前記複数の測定から取得される測定結果に対応し、前記測定結果は、閾値を
上回る、ことと、
　前記マッピングに基づいて前記デバイスによって前記許可されたランダムアクセスリソ
ースのセットから選択されたランダムアクセスリソース上で前記デバイスからランダムア
クセス信号を受信することと
　を含む、方法。
【請求項７】
　前記複数の同期信号の構成を含むシステム情報を送信することをさらに含み、
　前記構成は、（ａ）前記複数の同期信号の個数、または、（ｂ）前記複数の同期信号の
時間ドメイン位置のうちの少なくとも１つを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の同期信号の各々は、許可されたランダムアクセスリソースの異なるセットの
うちのそれぞれのセットにマッピングされ、
　前記許可されたランダムアクセスリソースの異なるセットは、時間リソースインデック
ス、周波数リソースインデックス、またはプリアンブルインデックスのうちの少なくとも
１つに基づいて散逸する、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数の同期信号は、バーストにおいて周期的に伝送され、
　前記バーストのバースト周期は、前記バーストのうちの各１つのバースト持続時間の少
なくとも１０倍である、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　システム情報および測定基準信号（ＲＳ）の両方を含むバーストを前記デバイスに送信
することをさらに含み、
　前記測定ＲＳは、前記デバイスが前記システム情報を復調するために構成される、請求
項９に記載の方法。
【請求項１１】
　デバイスであって、前記デバイスは、
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　複数の同期信号を受信するように構成される受信機と、
　少なくとも１つのプロセッサであって、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記複数の同期信号に対して複数の測定を実施することと、
　　前記複数の測定に基づいて、前記複数の同期信号から、閾値を上回る測定結果を伴う
第１の同期信号を選択することと
　　を行うように構成される、少なくとも１つのプロセッサと、
　送信機と
　を備え、
　前記受信機は、
　許可されたランダムアクセスリソースのセットと前記第１の同期信号との間のマッピン
グを示す構成情報を含む信号を受信するようにさらに構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記マッピングに基づいて、前記許可されたラン
ダムアクセスリソースのセットからランダムアクセスリソースを選択するようにさらに構
成され、
　前記送信機は、前記選択されたランダムアクセスリソース上でランダムアクセス信号を
前記１つまたは複数のＴＰのうちの少なくとも１つに伝送するように構成される、デバイ
ス。
【請求項１２】
　前記受信機は、
　前記複数の同期信号の構成を含むシステム情報を受信するようにさらに構成され、
　前記構成は、（ａ）前記複数の同期信号の個数、または、（ｂ）前記複数の同期信号の
時間ドメイン位置のうちの少なくとも１つを含む、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記複数の同期信号の各々は、許可されたランダムアクセスリソースの異なるセットの
うちのそれぞれのセットにマッピングされ、
　前記許可されたランダムアクセスリソースの異なるセットは、時間リソースインデック
ス、周波数リソースインデックス、またはプリアンブルインデックスのうちの少なくとも
１つに基づいて散逸する、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記複数の同期信号は、バーストにおいて周期的に受信され、
　前記バーストのバースト周期は、前記バーストのうちの各１つのバースト持続時間の少
なくとも１０倍である、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記受信機は、システム情報および測定基準信号（ＲＳ）の両方を含むバーストを受信
するようにさらに構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記バースト上の前記測定ＲＳの存在に基づいて前記システム情報の存在を決定するこ
とと、
　前記測定ＲＳに基づいて前記システム情報を復調することと
　を行うように構成される、請求項１４に記載のデバイス。
【請求項１６】
　伝送点（ＴＰ）であって、前記ＴＰは、送受信機を備え、
　前記送受信機は、
　複数の同期信号をデバイスに伝送することであって、前記複数の同期信号は、前記デバ
イスが複数の測定を実施するために構成される、ことと、
　許可されたランダムアクセスリソースのセットと前記複数の同期信号からの第１の同期
信号との間のマッピングを示す構成情報を含む信号を送信することであって、前記第１の
同期信号は、前記複数の測定から取得される測定結果に対応し、前記測定結果は、閾値を
上回る、ことと、
　前記マッピングに基づいて前記デバイスによって前記許可されたランダムアクセスリソ
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ースのセットから選択されたランダムアクセスリソース上で前記デバイスからランダムア
クセス信号を受信することと
　を行うように構成される、ＴＰ。
【請求項１７】
　前記送受信機は、
　前記複数の同期信号の構成を含むシステム情報を送信するようにさらに構成され、
　前記構成は、（ａ）前記複数の同期信号の個数、または、（ｂ）前記複数の同期信号の
時間ドメイン位置のうちの少なくとも１つを含む、請求項１６に記載のＴＰ。
【請求項１８】
　前記複数の同期信号の各々は、許可されたランダムアクセスリソースの異なるセットの
うちのそれぞれのセットにマッピングされ、
　前記許可されたランダムアクセスリソースの異なるセットは、時間リソースインデック
ス、周波数リソースインデックス、またはプリアンブルインデックスのうちの少なくとも
１つに基づいて散逸する、請求項１６に記載のＴＰ。
【請求項１９】
　前記複数の同期信号は、バーストにおいて周期的に伝送され、
　前記バーストのバースト周期は、前記バーストのうちの各１つのバースト持続時間の少
なくとも１０倍である、請求項１６に記載のＴＰ。
【請求項２０】
　前記送受信機は、
　システム情報および測定基準信号（ＲＳ）の両方を含むバーストを前記デバイスに送信
するようにさらに構成され、
　前記測定ＲＳは、前記デバイスが前記システム情報を復調するために構成される、請求
項１９に記載のＴＰ。
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